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◆例　会　場／高原ホテル�

◆開 会 点 鐘／１８：３０�

◆ロータリーソング／奉仕の理想�

◆内　　　容／3クラブ合同例会（観桜会）�

　世の中の混迷と同じように、

気候もなかなか春のポカポカ陽

気になりません。当地方の桜の蕾も開花の時期を

模索しているようですが、今月１０日の３クラブ合

同例会の頃には、何とか見頃になるようにと願っ

ております。�

　今月は雑誌月間です。１９５３年１月、「ロータリー

の友」が創刊され、１９８０年７月、ＲＩの公式地域

雑誌に指定されました。２００２年７月号から現在の

Ａ４変形版に形を替え、２００３年１月号は創刊５０周

年を記念した特別号となりました。�

　本日は、ゲスト卓話者として公私共にご多忙の中、

「友」事務所の本行所長にお越し頂きました。浅学

な私が「友」について申すのは誠に僭越でありまし

て、後程の卓話を篤と拝聴させて頂きたいと存じ

ます。�

　「友」の横組みの最後のページに、友委員会の構

成メンバーが掲載されています。新版から所長の

氏名が初めて掲載されるようになりました。本行

所長は、当クラブの元会員・本行孝司氏の実弟で

初対面ながら、親近感を覚える次第です。�

　ところで、「友」３月号の縦組み１５ページに「新

標準クラブ定款はこれでよいのか」との投稿が載っ

ています。それは、（出席）第８条第１節で、従来

“例会に出席しなければならない”が、“例会に出

席するべきものとする”と変わった。“しなければ

ならない”と“するべきものとする”とは、似て非

なるもので、英文の原文はｓｈｏｕｌｄ aｔｔｅｎｄで１９９８

年版の原文と変わっていない。このままでは、昨

今迷走気味の出席義務の一層の混迷化を招くこと

にならないか気になる。と結んであります。�

　手続要覧の冒頭に、「意味、解釈に疑義が生じ

た場合、これらの規定事項に関して英語版が正文

となる」と事務総長名で示されていますが、本当

はどちらでしょうか。「友」でも、英文の真意を忠

実に翻訳しなければならない部分が多々あられる

だろうと思いますが、関係の方々のご労苦に、改

めて敬意と感謝を申し上げる次第です。�

　�

●●●次回4月17日の例会：１７８９回　１２：３０点鐘　東山荘・講堂●●●�

�

会長挨拶�
会　長　  内海　宣彦�

◆会 員 慶 事�
・皆出席（連続出席）�
　4月 6日　山崎　恭夫君（2年間）�
・結婚記念日 �
　4月16日　林　　由行君・泰　子様ご夫妻�
・夫人誕生日  �
　4月15日　田代　博久君 ご夫人 二三代様�
　4月15日　山崎　恭夫君 ご夫人 紀代子様�



○例会日/木曜日�

○例会場・事務局/YMCA東山荘�
　静岡県御殿場市東山１０５２�
　電話/０５５０－８３－１１３３　ＦＡＸ/０５５０－８３－１１３８�
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/�

○会　　　長/内海　宣彦�

○幹　　　事/滝口　喜徳�

○会報委員長/渡邊　俊彦�

前回の出席報告�

会員数� 出席数�暫定出席率�
計算に用いる�
会員数�

前々回の�
確定出席率�

５９名� ５５名�５０名�９０.９０％�１００.００％�

『地上には平和を。すべての人 に々善意を。』�

●欠席者（５名）�

林　　準君・井口修一君・生野　旭君・芹澤正明君�

高村繁男君�

●メーキャップ（５名）�

　生野　　旭君　3月11日　沼津北�

　藤田　昇司君　3月14日　裾　野�

　小野　寛幸君　3月24日　山中湖�

　大森　清治君　3月26日　三　島�

　勝間田豪亮君　4月 2日　三　島�

●本行様、遠路ようこそお越し下さいました。　�
内海　宣彦君、滝口喜徳君 �

●本行輝雄様に久しぶりにお会いでき光栄です。益々のご活躍を祈って
　おります。　石田　恩君       �
●３月３１日をもって歯科医師会の役員を退任しました。長い間、皆さん
　にご迷惑をおかけしました。　小野　篤之君　       　�
●２年間の区長職が終わりました。今、一寸ほっとしています。　　�

土屋　闊正君�
●１５年ぶりに消防団に復帰する事になりました。よろしくお願いいたし
　ます。　勝又　敏雄君       �
●年の離れた長男が小学校入学です。先はまだまだ長いです。　　　�

斉藤　礼志君�

4月3日のスマイル�

　１９５２年（昭和２７年）に日本のＲＣが２つの

地区に分かれることが決定し、２つの地区に

分かれるけど、共通の広報誌を作ろうという

ことで「ロータリーの友」が生まれた。５０年以

上の歴史があるが、現在過渡期を迎えている。

これは発行部数が５年前に比べ、１２０，８００部と

５,０００部減少し、財政的な圧迫にどう対応し

ていくかが一番の課題だと感じている。�

　紙質を変えたり、編集を変えたり、大きさ

も変えたり、また、人件費の見直しをしたり

して、値上げすることなく内側の努力と工夫

できびしい財政に対応している。�

　あるガバナーから「読まれざるベストセラー」

と言われたことがあるが、最初から最後まで

全て読まれているとは思わないが、ロータリ

アンとしての経験と必要に応じて、少しずつ

みんなに読まれ活用されている雑誌だと自負

している。�

　ロータリアンの３つの義務に、例会出席、

会費の納入、そして、公式機関紙の購読の義

務がある。「ロータリーの友」は５０％以上

ＲＩの指定記事を掲載した、公式地域雑誌で

あり、これからも大いに活用していただきたい。�

ロータリー雑誌月間に因んで�
「ロータリーの友」事務所 所長本行　輝雄様�

 略　歴�
○１９４３年　北海道帯広市生まれ�

○明治学院大学卒業�

○東京ＹＭＣＡに勤務�

○千葉ＹＭＣＡ（総主事）日本ＹＭＣＡ 

　同盟を経て、２００２年７月より「ロー

　タリーの友」事務所 所長�

○東京みなとＲＣ会員�


